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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液中の相互作用を検出するための方法であって、
（ａ）溶液中に、少なくとも１つの第１の物質と、好ましくは前記第１の物質と相互作用
し得る少なくとも１つの第２の物質とを導入するステップ、
（ｂ）ステップ（ａ）で得られる溶液中に、少なくとも２つの磁気又は磁化可能粒子を導
入するステップであり、前記粒子が前記溶液内に浸漬される表面上に存在する、ステップ
、
（ｃ）前記粒子が動くように設定される電場、磁場又は電磁場の適用により前記物質間の
相互作用を決定するステップであり、前記物質間の相互作用が、前記表面上の前記粒子の
移動性が変化する場合に検出される、ステップ、
を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であり、前記少なくとも２つの磁気又は磁化可能粒子が、独立し
て、電荷を帯びた、磁気若しくは磁化可能粒子、又は少なくとも１つの磁気又は磁化可能
層でカバーされている粒子である、方法。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれか一項に記載の方法であり、前記少なくとも２つの粒子が、パ
ルス化電磁場にさらされる、方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記移動性のシフトが、前記電場
、磁場又は電磁場の影響下での前記粒子の移動の加速である、方法。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記移動性のシフトが、前記電場
、磁場又は電磁場の影響下での前記粒子の移動の減速である、方法。
【請求項６】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記移動性のシフトが、前記電場
、磁場又は電磁場の影響下での前記粒子の軌道の変化である、方法。
【請求項７】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記相互作用が、前記電場、磁場
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又は電磁場の影響下での前記粒子のクラスタ化により検出される、方法。
【請求項８】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記相互作用が、前記電場、磁場
又は電磁場の影響下での前記粒子の非クラスタ化により検出される、方法。
【請求項９】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法であり、前記相互作用が、前記電場、磁場
又は電磁場の影響下での前記粒子の分散により検出される、方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の方法であり、前記少なくとも２つの粒子が、動
きを検出するために光源によって照射される、方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の方法であり、前記少なくとも２つの粒子が、
シグナル生成粒子である、方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の方法であり、前記第１の物質が、真核細胞、
原核細胞、膜、ウイルス、タンパク質、抗体、抗原、化学分子を含む群から選択される、
方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の方法であり、前記第２の物質が、真核細胞、
原核細胞、膜、ウイルス、タンパク質、抗体、抗原、化学分子を含む群から選択される、
方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の方法であり、ステップ（ａ）の代わりに、先
行の
（ａ’）前記第１の物質を容器の表面に付けるステップ、
（ａ’’）前記容器に溶液を導入するステップ、及び
（ａ’’’）前記第１の物質と相互作用し得る少なくとも１つの第２の物質を導入するス
テップ、
を含む方法。


	header
	written-amendment

